
2019 年 10 月吉日 

日本分類学会 会員各位 

日本分類学会 学会賞選考委員会 

委員長 馬場 康維 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます． 

 日本分類学会では，学会賞内規に基づき，データの科学としての分類やそのデータ分析の分野に

おける研究に貢献した個人または団体を表彰しています．また，フェロー授与内規に基づき，分類

に関する研究の発展，学会活動，関連事業に多大な功績のあった方にフェローの称号を授与してい

ます． 

 つきましては，以下の賞・フェローに該当する個人または団体を推薦していただきたく，お願い

申し上げます． 

 推薦にあたりましては，添付の用紙（学会ウェブページからダウンロードも可能です）にご記入

の上，2019 年 12 月 6 日 (金)までに（締切日必着），封筒の表に「学会賞・フェロー推薦書在中」

と朱書きし，学会賞選考委員会宛にご送付くださいますようお願い申し上げます． 

敬具 

 

記 

〇学会賞 

貢献賞 次の各号のいずれかに該当するものから，原則として毎年 1 個人または 1 団体に授与し，1 

回に限る． 

(1) データの科学としての分類やそのデータ分析の分野における優れた研究業績により，日本

分類学会の活動，ひいてはこの分野に関して著しい貢献のあったもの． 

(2) 第 2 条の目的を踏まえ，分類学等の指導，育成，普及に著しく貢献したもの． 

論文賞 次の号に該当するものから，原則として毎年 1 本を選考し，対象となる論文を執筆した日本分

類学会会員に授与する． 

(1) データの科学としての分類やそのデータ分析に関して，本学会誌（「データ分析の理論と応

用」，「ADAC (Advances in Data Analysis and Classification)」または「JJSD(Japanese 

Journal of Statistics and Data Science)」）に発表された論文のうちから，特に優秀と認め

られるものを選定する． 

奨励賞 次の号に該当するものから，原則として毎年若干数の 35 歳以下である，日本分類学会会員に

授与する． 

(1) データの科学としての分類やそのデータ分析の分野に関する研究について，日本分類学会

大会および国際分類連合（IFCS）を含む本学会が関係する国際学会等において発表された

報告のうちから，今後の進展が期待され，推薦・奨励の対象にふさわしいと認められるも

のを選定する． 



〇フェロー 

フェロー 日本分類学会の正会員およびシニア会員の中から『分類に関する研究の発展，学会活動，関連

事業に多大な功績のあった者』に授与する．称号の授与により，その功績に対して栄誉を讃え

るとともに，フェローとしての矜持を保ちさらに積極的に自ら本会の事業に参画し，もって本

会の活性化を図ることを目的とする． 

 

送付先:  

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 3-6 能楽書林ビル 5F 

（財）統計情報研究開発センター内 

日本分類学会事務局 気付 

日本分類学会 学会賞選考委員会 

 

  



日本分類学会 貢献賞 候補者推薦書 

 

年   月   日 

推薦者 所属：           

氏名：         印 

 

 

推薦する候補者（一個人または一団体）の氏名・所属 

 

 

 

 

 

 

推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



日本分類学会 論文賞 候補者推薦書 

 

年   月   日 

推薦者 所属：           

氏名：         印 

 

 

推薦する候補者の氏名・所属 

 

 

 

 

 

 

対象とする論文のタイトル・巻・号・ページ 

 

 

 

 

 

推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



日本分類学会 奨励賞 候補者推薦書 

 

年   月   日 

推薦者 所属：           

氏名：         印 

 

 

推薦する候補者（学生会員）の氏名・所属 

 

 

 

 

 

対象とする報告のタイトル・報告のなされた会議名 

 

 

 

 

 

推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



日本分類学会 フェロー 候補者推薦書 

 

年   月   日 

推薦者 所属：           

氏名：         印 

 

 

推薦する候補者の氏名・所属 

 

 

 

 

 

 

対象とする論文のタイトル・巻・号・ページ 

あるいは，研究の発展，学会活動，関連事業に関する資料 

 

 

 

 

 

推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


